




ゴスラヴィアは一九九〇年代初頭の民族紛争を経て解体し、現在ではセルビア、クロアチア、スロヴェニア、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ、マケドニア、モンテネグ 、コソヴォの七か国に分裂している。第一次世界大戦後の一九一八年に南スラヴ諸民族の統一国家セルビア人・クロアチア人・スロヴェニア人王国として建国されたこの国は、一九二九年にユーゴ ラ ィア王国、一九四五年にユーゴスラ ア連邦人民共和国、一 六三年にユーゴスラヴィア社会主義連邦共和国と、その必ずしも長くはない歴史において何度も 名を変えたことで知られる。なお クロ チア、スロヴェニア、ボスニア・ヘ ツェゴヴィナ、マケドニアが独立
宣言を行った後の一九九二年にセルビア（コソヴォを含む）とモンテネグロによってユーゴスラヴィア連邦共和国の樹立が宣言されたが、それは南スラヴ諸民族の統一国家としての性格を著しく欠くものとなり、それさえ二〇〇三年にセルビア・モンテネグロへの改称を経て、二〇〇六年にセルビアとモンテネグロに分裂してしまった。セルビアにおける自治州でしかなかったコソヴォが二〇〇八年に独立宣言を行ったことで、上記の七か国 分裂現在に至っている。
本稿の目的は、独立後に採択されたこれらの国々（旧ユーゴス









































































































ア・クロアチア語と並んでスロヴェニア語とマケドニア語も公用語とみなされており、例えば国立銀行が発券する紙幣には国名や通貨単位を示す際にセルビア・クロアチア語のキリル文字表記とラテン文字表記、スロヴェニア語（ラテン文字表記） 、マケドニア語（キリル文字表記）の四種類の表記が見られた。また ヴォイヴォディナとコソヴォという二つの自治州には独自の公用 に関する規定があり、前者はセルビ ・クロ チア語に加えてハンガリー語、スロヴァキア 、ルーマニ 語、ルシン語、後者はセルビア・クロアチア語に加えてア バニア語が公用 とされていた。
冒頭にも述べたように、かつてセルビア・クロアチア語と呼ば































































































しては、どの教科書にも詳細な説明がある。 『クロアチア＝スラヴ正字法基礎』 （一八三〇年）を刊行してクロ チア語の正字法改革を行ったこと、統 的な文章語の基礎をガイ自身が使用していたカイ方言ではなくシュト方言に置くことを提案したこと、一八三五年にクロアチア語で新聞とその文芸付録『 星（
D
anica ） 』
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と記されている。この教科書は、 ィドヴダ 憲法 おい 「宗教、言語（セルビア語、クロアチア語、スロヴェニア語） 、 字（キ
55
【特集】ことばの世界（2）







































































































けの教科書には、言語問題に焦点をあてつつ、共産党政権の民族・文化政策を「クロアチア文化に対する侵略」と位置づけるものもある。やや長くなるが、当該箇所の全文を引用する。 「一九四五年に政権の座につ と 共産党は一党制 確立して各民族固有の文化の抑圧に着手した。枠組みとしてのセルビア文化 押しつけの傾向を持つ、各民族文化の融合 人工的な一体化が始まった。こうした傾向は言語と文学の領域で顕著に見られた。クロアチア人、セルビア人、モンテネグロ人の言語が同じものであり、その文章語は統一的で「セルビア・クロアチア語」また 「クロアチア・セルビア語」と呼ぶべきこと、その発音にはイイェ方式とエ方式があることなど、いわゆる「ノヴィ・サド合意」の取り決めの強要が試みられた。いわゆる「言語の ァリエーション」の平等という主張にもかかわらず、実際に らゆる手段でクロアチア語の要素の抑圧 試みられた。ユーゴスラヴィ 人民軍、連邦機関や共産党組織の公文書にはセルビア語のヴァリエーショ






































の歴史教科書におい 言語問題がどのように記述され るのかを紹介しつつ、個々の記述の特徴や問題点を明らかにしてきた。クロアチアの教科書が言語問題を最も詳しく取り上げているが、それはハンガリー化、ドイツ化、イタリ 化、セルビア化など政治的・文化的影響力の大きい隣人たちが 人 民族的独自性やアイデンティティを損なうような政策をとろうとしたことに対する言語闘争として描かれること多く、彼らに対する否定的イメージを生み出す要因にもなっている。 「セルビア・クロアチア語」の存在も、南スラヴ諸民族の共通性や協力関係と結びつけられるのではなく、とくにクロアチアでは実質的なセルビア化を伴うユニタリズムの事例 して批判 に ているのが実情で
ある。一方、クロアチア以外の旧ユーゴスラヴィア諸国では、クロアチアほどに言語問題を取り上げる教科書は見られないものの言語問題に限らず、各国の歴史教科書の記述内容には明らかに相反するものが含まれ、相互理解を深める役割を果たさない場合があるように思われ その点で、一九九〇年代末から続けられてきた各国の研究者・教育者ら よる歴史認識をめぐ 「和解」の努力は必ずしも十分な成果を上げてはいないのかも知れない。統一的な記述が求められ わけではないにせよ あえて否定的イメージを生み出すような記述には配慮が必要 あろう。このことは、近隣諸国との歴史教科書問題を抱える日本にとっても再考すべき問題であると考えられ 。注（
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арајево: Завод за уџбенике и наставна средства, （0（0
等）が用いられ
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